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市民後見ひょうご 

生活を支える成年後見制度 

【健康な成人】 
意思能力の発達     正常に発達した意思能力          病気 

  見守

り①

0 歳         20 歳                   80 歳位 
【成年後見制度を受ける人】 

               認知症の発症による能力低下 

  見守

り②

    見守り③

0 歳        20 歳             70 歳位 
知的障がいによる能力発達の遅れ 

 見守り③  

   

0 歳        20 歳            
    精神障がいの発症による能力低下 

  見守り③  

    

0 歳        20 歳位            
【成年後見の手続】 
・見守り①：ご本人が自分自身の状態を理解できている。⇒本人が申請等の手続 
・見守り②：ご本人は自分自身の状態が分かりにくい。⇒本人・親族が申請等の手続 
・見守り③：ご本人は身の回りの状況が分からなくなる。⇒親族等が申請等の手続 

 
【手続する場合】 
・家庭裁判所に申立：成年後見（選挙権なし）、保佐（資格制限）、補助（制約なし） 
・公証役場で契約：公証人の立ち合い公正証書で契約（任意後見が登記される） 
・任意契約：見守り等を申込む人、申込を受ける人との契約（プライバシーの契約） 

 
【成年後見人等に就任する人】 
・親族：子ども（親の後見等）、親（子どもの後見等）、兄弟（兄弟の後見等） 
・弁護士・司法書士等：財産・収入を有する人を受任 
・社会福祉士・精神保健福祉士：知的障がい・精神障がい等を有する人を受任 
・市民後見人：市長が申立する低所得者の人を受任 
・ＮＰＯ等：成年後見人養成講座等を受講した市民が年金生活等の人を受任 

 



「成年後見制度等の活用」 

近いうちに、見守り・成年後見が必要になったとき、どうされますか？ 

１ 子ども・兄弟姉妹の家族に頼もうと思っているが… 
  遠方で生活している、仕事や介護で忙しい、迷惑をかけたくない。 

   親族（息子・娘・嫁等）による成年後見等が、難しい・困難な状況。 
２ 弁護士・司法書士・社会福祉士等の専門職に頼もうと思っているが… 

  知り合いに弁護士・司法書士・社会福祉士等がいない、不動産等の財産がない。 
   専門家にそれ相当の報酬として支払ほどの貯え・収入がない。 
３ 不安・心配はあるけど、今は困ったことやトラブルはないので… 
   ひとりの生活は、家族から、何かと不安・心配と言われている。 
   お隣・ご近所・友人・知人には、知られたくない、頼めない。 

 

～ＮＰＯ法人「市民後見ひょうご」からの提案～ 

市民の立場で、市民の目線で、市民の感覚で、支援いたします。 

１ 成年後見等の活動内容 
（１） 生活の見守り 

生活の見守り、介護サービスや医療サービスの利用の相談など 
（２）日常生活の金銭管理 
   生活に必要な金銭・預貯金の管理、費用の支払の代理など 
（３） 虐待等から守るために（高齢者虐待防止法の活用として） 

・身体的な虐待など：身体的・精神的等の虐待を受けると思われる場合の相談 
  ・経済的虐待：家族等が通帳等を預かり、本人のために支出しない場合の相談 
（４）悪徳業者から守るために（成年後見人等として） 

クレジットによる通信販売、金融商品の購入、振り込め詐欺事件などの被害防止 

 
２ 手続きの方法と活動内容 
（１）見守りとして（ご本人とＮＰＯ市民後見ひょうごが契約書を締結） 
  ・ご本人の要望による活動内容と報酬等を相互で決めます。 
（２）任意後見人（公証役場で公証人の立会いの上で公正証書による契約を締結） 
  ・ご本人の要望による活動内容と報酬等を公正証書に定めます。 
（３）成年後見人等（家庭裁判所に成年後見等開始申立を提出し、受任します。） 
  ・診断書等で後見・保佐・補助を想定し、必要性を説明する書面・住民票・戸籍謄

本・親族の同意書等を提出し、家庭裁判所の面接等を経て決定されます。 

 
３ 個別相談の上で考えてみてください。（個別相談は、無料です。） 
  ・見守りの場合の報酬 
  ・任意後見人の場合の報酬 
  ・成年後見人等の場合の報酬 


